













































そ れ 故 、























































































































































































































































































































































































































ところで、差宿制 指標とも考えられる は （
C
）唐人と
日本側商人とが直接 商品と代銀とを交換しあうことがなくなり、両者の聞に船宿が常に介在す ようになったということである。つまり、日本側商人への の取渡し、及び彼等からの代銀の取立ては、唐人ではなく船宿が行なうと言 ことが、この差宿制の成立と共に始まると思われる である。
このことは、次の二点から考えてまちがいない 思われる。ま

















寛る 様 i－ー一一一一一「一一 一一一一一ー 一一←一一一一一一l り 呈 帳の
永 。 、以の、永か i l宿口銭を定める。端物一反に付 iは出に作
十「 船上口、十に ｜元和 1年 ｜ ｜ 、し関成
年端宿か銭、八渡 1 ｜きー匁、荒物百自に付き「匁 ｜宿てし方
の物の らの、年世 i i l 口いて法
際ー 取 、半、長を 「一 一一一 － 一一一一一 一－1 銭 た は が
不反 分宿ば、崎営 ｜ ｜宿口銭を半減する。端物一反に ｜にで 、述
変にの口を、奉め ！寛永10 年 ｜ u ｜関あ確べ
で付半銭減、行ど j l付を五分、荒物百自に付き五匁 lすろから
あき減 のじ、曽も l ｜ ｜るうなれ
るー の 半 困 、 我 、 ！一 寸 一 一一一 一一一 一一一 一！次 と 史 て
こ匁 こ 減 窮 、 叉 船 ｜ ｜船宿の取分を 3貫目とし、 残り ｜の想料い
と、とはの、左宿 l f 永18 年 1 1 年 像 を る
は荒で、民、衛せ ｜ノ己 iは総町で配分 i代さ持こ
、物、寛に、門~ ! I ｜記れたと
寛 百 残永与、、る 卜←← 一ー－i － 一一一一 一一！がるなか
永 日 り 十へ、今も i I l 立
十には八ら、村の ！ ！船宿の取分を 1貫 50 目とし、 ！ぇこが確
八付配年れ、伝は ｜明暦 1 年｜ ｜ての、め
年 き 分、賑、四悶 1 1 残りは総町で配分 ！く想恐ら
、十 さ明は、郎窮 ' 一一一一一一J一 …一一一一一一一一一一一一 _ i れ 像 ら れ
明匁 れ暦し、御の るをくる
惰」た元玉、支者 う港に。裳船
元とこ年々、配 多大のくる仕第多利 に草関寛 付宿文
年いとの u の けに者な荷立にくを唐あ」 し 永 けはー
のうが場 時れ 取もり物て船し得船るに て 十 る売方
時原 知 合 、ばり口、も、もてる年 。次『年 手立ー
も 則 らと 船、 、、銭船手積大、こ毎 の長の が lj 長 売












目、一貫五百日と定額に固定化され、残余は全て一ケ所に集計され 町年寄・年行司の立合の下に総町に配分されることになる。こ らのことが可能であるため は 従物口銭・従価口銭の総量を、つまり貿易取引総高を奉行所 把握していなければならない
。
なぜなら、宿口銭は従物・従価に関わらず買手より出すものであるから、取引総高を知らなければ、宿口銭を
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り 。 小 飢 多
致（宿恐い
候 3 は掛と
百官 ＼ノ ． 
究文6 ー 批1 法取 T 雫 5・ 
る る第こて町合て か町しを小 80 ~宿 荷致宿引）会 あ
。こ四と いのひももの、行宿頁唐之物し参斡客支 り
と条はた監文、こ仕代なは）通仕渡ぷ候旋 唐話 方
かに、の督ハ「 の事銀いたと事事し穴而に人仰 にら次前で下判本値での、だあ会ニ申毒口関の 1~ 変
もの述 あに致宿組あ取曹似る所御候子合し宿（ わ
確よ（る行し参みつ lL 口口温 と日座処会ひ 泊 2
めうロ。な」候にたてのみう録候、宮文て（） て
らに ）こわと而お 。は引のりー」皆目 ハは 2 船 い
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思宿。老す言商長 れ関三。い、・定て五うが栄 ο 作で
わ老第がるわ人崎る連点こた落小さいつ f7( ると又る
れの 二 支なれはに Q がかれと札のれたの劫もし、と各
る活に 配らる、下まあららい銀等、こグ制のて点す船
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